
1.2 ICTメンタル適正受診勧奨による傷病手当金抑制PFS事業（1/2） マツキヨココカラ＆カンパニー健康保険組合

背景・目的

事業概要

＜現状課題＞
精神疾患に関連した傷病手当金給付額は年々増加傾向にあり2025年度は1億7,000万円（前年比 128.3%）に達し、
給付総額の 49.8% を占め財政圧迫要因となっている。新規申請も前年比 136.9% と急増しており、既存の対策では顕
在化するメンタル不調層への抑制が困難な状況にある。
＜目的＞
医学的妥当性に基づいた匿名性を担保したICTツールによる早期介入と、複数専門医によるセカンドオピニオン（以下、MSO
という）を組み合わせ、「安易な診断書発行による不必要な休業」を回避する。加えて顧問医を含めた毎月のカンファレンス実
施により傷病手当申請者を中心に、レセプト活用による受療行動の適正化により傷病手当金支給額の適正化に繋げたい。

顧問医×ICTツールを活用したメンタル重症化予防

＜通院前予備軍/通院中勤務＞

❶睡眠不調者等への利用勧奨（問診活用）

❷利用勧奨に従いFeelpath利用

❸メンタルリテラシーが向上し医療機関の選択が

改善（安易な診断書発行医療機関の排除）

＜傷病手当金申請者＞

❶指定の傷病手当金申請書運用（安易な診断書防止）

❷レセプト活用による顧問医指示に基づく介入

❸傷病手当金支給者へのFeelpath利用勧奨

（支給期間の短縮）

❹多剤服用者に対するFeelpath利用勧奨

（重症化予防）



マツキヨココカラ＆カンパニー健康保険組合

事業内容

評価指標

本事業の特徴・期待されるメリット

スケジュール

項目 健保 事業者 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

キックオフミーティング ● ● ●

現状分析共有 ● ● ●

実施詳細の最終確認 ● ● ●

組合員への告知ツール準備 ● ●

メンタル重症化予防WEBの
準備

●

カンファレンス活動準備 ● ● ● ●

メンタル重症化予防WEBの
テスト

● ●

メンタル重症化予防WEBの
利用勧奨

● ●

メンタル重症化予防カンファレンス ● ● ● ● ● ● ● ●

分析用データの整備 ● ●

分析＆共有会
● ● ●

最終報告（厚労省） ● ●

アウトプット指標
①原因対処Navi：利用者数、睡眠不調者利用率
②WEB専門医相談：利用者数、メンタル疾患者利用率
③新指定書式（傷病手当申請書）：利用率
④MSO：利用者数、産業医連携数、紹介状発行数

アウトカム指標
短期❶ICTツール利用者の理解者数
中間❷傷病手当申請書における新規申請数、申請期間、多剤者利用数、

   初診日から休職診断書発行までの期間等
最終❸傷病手当支給額

●は会議開催予定

獨協医科大学こころの診療科において日本で唯一薬に頼らない精神科診療
部長である井原教授監修のもと提供する “原因対処Navi”“WEB専門医相
談”“MSO”活用によりメンタル不調者が安易に発行された休職診断書によって
人生設計を誤ることがないよう気づきを与え意識・行動変容に導く仕組み化を
目指す。健康保険組合にとってこれまで対策困難とされていたメンタル関連の
傷病手当金の増加傾向に歯止めをかける仕組みを構築する

❶早期気づきとセルフケア（原因対処Navi）
└不調の原因を知る
└病院の選び方、安易な休業による弊害、休職制度理解促進

❷深堀と納得（AI活用＆WEB専門医相談）
└詳細問診に回答することで薬に頼りすぎない治療法を知る

❸比較と意思決定（複数専門医によるセカンドオピニオン）
└通院中不調者に対しセカンドオピニオン提供による受診適正化

主治医
❹休業・給付管理プロセスの適正化
└指定書式の傷病手当申請書の運用により情報不足を解消

❶、❷通院前のメンタル
不調者に対し早期介入

メンタル不調者

❹指定傷病手当申請書の運用と
することで保健事業チームと主
治医間の情報非対称性を解消

メンタル治療の最適化

❸通院中のメンタル不調
者に対するフォロー
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